第２３回教育委員会（定）
開会日時　　平成２３年　１２月　　９日（金）　　　午前　１０時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　１０時５０分
開会場所　　教育委員会室

出席者
　　委員　　別府明雄
　　委員　　今井英彦
　　委員　　谷田　泰
　　委員　　本　山　千惠子
　　委員　　北川容子
出席事務局職員

　　事務局次長　　浅島和夫　　　　庶務課長　　矢嶋吉雄
　　学務課長　　森下真博　　　　生涯学習課長　　中島　実
　　指導室長　　中川修一　　　　新しい学校づくり担当課長　　田中光輝
　　学校地域連携担当課長　　大澤宣仁　　　　中央図書館長　　近藤直樹
署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委　員　長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２３年第２３回の教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、中川指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により北川委員にお願いいたします。

　本日の委員会は、２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○報告事項

１．第１０回桜井徳太郎賞受賞者の決定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料生―１）（生涯学習）

委　員　長　　それでは、報告事項を聴取いたします。報告１「第１０回桜井徳太郎賞受賞者の決定について」、生涯学習課長から報告してください。
生涯学習課長　　それでは、生―１をご覧ください。第１０回桜井徳太郎賞受賞者の決定についてご報告いたします。
　応募状況は記載のとおりでございまして、こちらにつきましては１０月１４日の第１９回教育委員会において報告させていただいているところでございます。
　審査経過でございますけれども、記載の４名の審査委員の先生方に審議をお願いいたしまして、１０月２７日と１２月６日の２回にわたり審査会を行いました。

　受賞者につきましては、別紙の一覧表のとおりでございます。

　一般の部では、今回は評価すべき論文が複数あったわけでございますが、いずれも大賞には今一歩という状況でございました。

　その中で、「近世後期の神楽と神社縁起の変容について─鷲宮神社と平田国学を中心にして」という作品が、今後のさらなる研究の発展と進化が期待できるとして奨励賞に決定いたしました。

　高校生の部は、最優秀賞には「沖縄の「歴史の礎」における日本人の死生観」が、優秀賞には「私の一向一揆論～一向一揆とは何か～」が決定いたしました。
　あとは、小・中学生の部につきましては、最優秀賞は該当なしでございまして、優秀賞は桜川中学校２年、野口愛美さんの「戦争とわたし」ほか３件、佳作には４件ということで記載の方々が決定したところでございます。
　なお、授賞式は１月２８日土曜日、午後２時３０分からグリーンホールの２階ホールで予定しております。教育委員の皆様にはご出席をお願いしたいと思います。依頼文は、また後日お渡ししたいと思います。

　報告は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　ちなみに、一般の部の奨励賞の矢嶋さんというのは、どういう方ですか。

生涯学習課長　　この方は、今まで論文等を発表していないということで、どういう方かというのは非常に詳細には全く分かっていない状況でございます。まだ２０代の方だというふうな話は聞いております。

谷田委員　　最優秀賞がなかったということは、今まで何回かあったのですか。

生涯学習課長　　１回目は、たしか、つくってなかったのではないかと思いますけれども。
教育長　　ありましたね。最優秀賞がなくて奨励賞ということがあったと思います。今回も３本残って、その中で、先生方の意見が大分割れたり。先生方は苦悩して選んでいらしたのですけれども、３本とも、これはというものに欠けるということで奨励賞という形になりました。
委　員　長　　少なくとも、小・中学生の部で板橋区の中学校が２人入っているのは非常によかったと思います。

生涯学習課長　　板橋の方は２つの中学校からかなり多くの作品の応募がありまして、２つ残ったということはよかったなというふうに思っております。
委　員　長　　よろしいでしょうか。是非、１月２８日の表彰式にはご出席くださいということでしたけれども、これは２時３０分で、いつも前にイベントがあるではないですか、これに行くと間に合わないです。
生涯学習課長　　そのように、きちんとこちらの方で調整させていただきます。

委　員　長　　では、よろしくお願いいたします。
○報告事項

２．人事情報（平成２３年１１月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指―１）（指導室）

委　員　長　　では、報告２「人事情報」について、指導室長から報告してください。
指導室長　　それでは、１１月末の教職員を報告させていただきます。

　括弧の休職者などを含めまして、総勢１，８７５人であり、１０月末から２名減っております。

　動きの内訳といたしましては、普通退職者が１名、懲戒免職によって小学校教諭が１名ということで、２名減ということでございます。

　それから、休職者数ですけれども、全体として９３名。括弧の中でございますけれども、２名増えております。
　内訳としては、病気休職に入った者が１名、育児休業に入った者が３名の４名。そして、減が、病気休職中の教員の退職が１名、そして育児休業が産休に入ったということで１名ということで、減が２名。４名引く２名ということで、２名増えているということでございます。
　裏面でございます。非常勤職員につきましては、学習指導講師でございますけれども、１０月末時点からは変化ございません。１名、蓮根小学校で退職して、採用というような形でございます。
　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

　特に大きな変化はないということで、よろしいでしょうか。
○報告事項

３．板橋区教育支援センター基本計画策定に伴う検討会について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指―２）（指導室）

委　員　長　　それでは、報告３に移ります。「板橋区教育支援センター基本計画策定に伴う検討会について」、指導室長から報告願います。
指導室長　　それでは、皆様のお手元に「板橋区教育支援センター基本計画案」というものがいっていると思いますが、学校経営支援専門会議におきまして、この教育支援センターの基本計画の論議をしていただきました。

　その中で幾つか出てきたのですけれども、特に大きいところでは、この中で以前からお話ししていると思うのですけれども、支援センターの位置づけというところです。

　２ページをご覧いただきたいと思うのですけれども、基本的には授業改善といったところを少し強く打ち出していこうというところで、２ページの２番の一番後のところ。「センターは「研究・研修・相談」の３機能を有機的に連携させ、授業改善をはじめとする教育現場における課題に迅速かつ総合的に解決していく機関として設立いたします」という文言を加えさせていただきました。

　それから、３番の計画のコンセプトで、これまでは、１、２、３は同様ですけれども、４番は「板橋区の教育の中枢である」というような表現だったんですが、ここに「板橋区公立学校の授業改善の中枢である」ということで、あくまでもこの支援センターの位置づけとしては、教育に関する相談の中でも授業改善に向けての役割を強く打ち出してあるところでございます。
　そのほかにつきましては、５ページのところで、再度、下の部分のところで、「その中でも、新学習指導要領の全面実施の時期に合わせ、児童・生徒が自主的・自立的に学ぶ授業改善が喫緊の課題であると認識している」というところを入れさせていただきました。

　あとは、１１ページのところをおあけいただきたいと思います。

　ここで、これまでなかったところでは、（２）他部課と連携する相談事業のところで、④として発達障害に関わる相談事業については、子ども発達支援センターとの連携を深めていくといったところを明記させていただきました。
　実は、１２月５日に、そういったものを含めまして支援センターに伴う検討会というのを持たせていただきました。
　メンバーにつきましては、この基本計画の一番後ろに載せさせていただいておりますけれども、教育委員会側と小学校・中学校、幼稚園の代表、それから小学校の教育研究会である教育会、中学校の教育研究会である区中研の代表、ＰＴＡ小・中の代表の方、さらには区民の方々の中から教育に関するＮＰＯ活動を進めていただいているお二人の方を集めて、この基本計画について、あらかじめお渡ししてお読みいただいた上で、検討会を持たせていただきました。

　その検討会での発言記録ということで、要旨をお配りさせていただきました。見ていただきたいと思いますけれども、ページ数が振ってありませんので、１枚目からというところでございますけれども、１枚目の中で、研究事業についての○の２つ目で、情報資料室は大変ありがたいと思うのだけれども、是非、資料についてはＰＤＦ化してパソコンでダウンロードして、ｉＢｏｏｋのように利用できたらということのご意見があります。

　開けていただきまして、その裏面には、なかなかセンターに行くのも難しいという場合もあるので、学校にいながら情報が収集できるのはすばらしいというようなご意見。

　それから、区の教育をリードするというのであれば、スタッフ・人材を集めて、若手・中堅の教育研修を年間を通して実施していったらよいということで、この支援センターの中の人材といったものの重要性を強く打ち出していただきました。

　それから、研究というところについては、えてして研究というものが薄れがちになってしまうということでは、インセンティブ的なものを与えることによって、継続して行うような仕掛けが必要ではないか。

　それから、特別支援学級に関する資料や実践例というのが大変少ない状況の中ですので、こういったものの充実を図っていただきたい。

　それから、学校と地域を結びつけるスタッフの、いわゆるコーディネーター的な導入も考えてほしいというようなこと。

　それから、最後のところで、地域の方々の研修。いわゆる区民の学校参画への研修といったものもやっていただきたいということでございます。

　それから、２番の研修事業についてというところでは、上から２つ目のところに、地域との連携という視点から、企業の力をどのようにお借りするかということも考えてほしいということで、企業連携といったところも実際に進めていっている学校もありますが、こういったものを全区的に行えたらということ。

　それから、大変うれしかったのは、４番目で、南館の建てかえは教育支援センターが目玉になっていると思うのです。ですので、予算もしっかりしてもらって、ソフト面での充実を図った方がいいというようなご意見で、これは、是非、区民の方からも強く打ち出してほしいということを話させていただきました。

　そして、センターは、もちろん教員のためのものでもあると同時に区民のための施設でもあるというようなことをお話しさせていただきました。

　それから、最後のところで、こちらのアナウンスが十分ではないというところで、認識の違いとして、相談機能については、実際には余り機能しないのではないかというようなご意見が実はありました。この方は、保護司会の相談活動をやっていますけれども、年間で一、二名しか来ませんというところです。実際には教育相談関係の相談というのは非常に多い状況がございますので、このあたりの理解は深めてまいりたいというふうに思っております。

　その裏面でございますけれども、最初のところに、社会教育主事の活用といったことを行うことによって、区民の方々の参画というのがしやすくなるのではないかということで、これは我々の方では計画的に行っているところでございます。
　それから、ＮＰＯの方々からは、ＮＰＯがコーディネーターとなって学校と地域を結びつけるようなことが可能ですよというようなご提案もいただいております。

　それから、３番の相談事業については、ご質問として、教育支援センターができても２つの相談所は残るのかというあたりですけれども、このあたりは、現実的な話として、現在も検討中ということでお答えを返させていただきました。

　それから、次のページで、４番の計画全体を通してということですけれども、ここでも改めて教育支援センターがあったればこその南館の意味があると思いますという、大変心強いご意見をいただきました。

　ただ、残念ながら、私たちにとって魅力のあるものとは言えませんというのは、「区民に方々にとって」という意味合いだと思いますけれども、このあたりはＰＴＡの方々の活用も含めて、できる限りの区民の方々との接点といったことも考えていきたいというふうに思っております。

　それから、その下の下のところですけれども「板橋区公立学校の授業改善の中核が大切は柱です」と。ですから、先生方の研修の場ということを中心に、余りあれもこれもと広げ過ぎることによって薄まっていくのではないかということで、相談機能についても厳選した方がいいというようなことで、教育支援センターを何のためにつくるのかというあたりを明確にしていっていただきたいということです。

　最後に、お一人お一人から総括でのご意見ということで、小・中連携が大事だとか、質の高いスタッフの充実を図っていただきたいとか、幼稚園とか特別支援教育といったものの支援を十分にしてもらいたいといったご意見をいただきました。

　最後のところでございますが、そういう中で地域コーディネーターの育成といったものも必須なものになってくるだろうと。それから、センターのイメージが区民にも分かりやすいように統一していく必要があるだろうというようなところ。
　それから、昼の稼働率が課題になるであろうし、センターができることで、現状と比較してどんなに有効なものがあるのかということを明らかにしてほしいというところと同時に、もう少し、センターで行う業務については広げ過ぎるのではなく絞込みが必要であろうというようなところ。

　最後に、活動に支障のないように運用面には十分経費をかけてほしいというような様々なご意見をいただきまして、また、これらを参考に基本計画を練り直しまして、２月中にはパブリックコメントという形で区民に公開しまして、ご意見をいただいて、基本計画を今年度中につくりあげていきたいというふうに考えてございます。

　なお、詳細な実施計画については来年度作成して、平成２６年度中の開設に間に合うような形。

　１つは、この中には出ておりませんけれども、組織的な面についてはどういうふうになっているのかというご質問をいただきました。今それについては、教育委員会事務局全体として組織の見直しを今後図っていくということで検討に入っている段階であるというようなお答えをさせていただきました。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　　教育支援センターとはどういうものだというふうに分かりやすいという中での絞り込みとか、それから、絞り込んだ方が、その部分に関しては成果が上がりやすいとか、そういうふうな意見だと思うのですけれども、絞り込みはすごく大事だと思うのです。
　絞り込むときの大前提は、予算も人員も変わらない中で絞り込むから効果があるんです。そこが難しいなと思っていて、ただ絞り込んで、お金もない、人も少なくなるということになると、全く絞り込んだかいがなくなってしまうというのもあると思うのです。絞り込みは大事なんですけれども、是非、その点にも配慮していただきたいなというふうに思います。

　もう１つ、これは質問させていただきたいのですけれども、まだ、ぱっとしか見ていないので。２ページの基本計画のところの「計画のコンセプト」のところ、（１）（２）（３）で「ここに来れば」という、頭を必ず３つつけていますよね。「ここに来れば」とは、何か意図しているところがあるのですか。
指導室長　　要は、教育支援センターはあったらいいけれども、人が集まらずということでは困る。現実的に、今、２３区の中でも２２区については教育支援センターが実際にあるのですけれども、なかなかセンターに足が運ばれていないという実態がある。

　そういう中で、板橋区の教育支援センターにおいては、ここに人が集まってくる、そういう意味合いを強くしたいがために「ここに来れば」ということを、あえて接頭語として入れ込んだという、我々の強い思いを表現したところでございます。

谷田委員　　何かぱっと読むと、では、来ない人は関係ないのと。

指導室長　　ああ、なるほど。

谷田委員　　そんな印象を持つ。多分、そんなことなんだろうなという感じはするのですけれども。どうなのでしょう、私の印象ですから。室長のおっしゃっていただいたことはすごくよく分かるんですが、印象として感じたのでお伝えしたんですが。
今井委員　　この基本計画が、なぜ今必要なのか、何を目指すのかというのは非常に明快でいいなと思って読んでいました。

　谷田委員がおっしゃった、「ここに来れば」というのは、いいなと思います。いいなと思いますというのは、例えば、小規模化して、若い先生が学年１人でいてみたいな部分であるにせよ、そうでないにしろ、すごく授業改善を先生方は常に考えていて、色んな模索をしているという中で、「ここに来れば」というワンストップの場所があるという意味では、とてもいいなと。

　むしろ「ここに来れば」ということをうたうことによって、行けば何かあるみたいな、そちらを誘導するような効果があるかなというふうに思いました。
　それから、３の計画コンセプトの、ページが変わった（４）ですが、いきなりこういう授業像があるというよりも、室長のグランドデザインの「主体的な学び、能動的な学び」の手段としてこういうことを考え、それのポジティブなフィードバックのために「指導と評価と支援の一体化」というのがきっとあると思うので、そういった目指す事業像の具体３項目の前に１行、統括的な概念が入ると。

　この文章でということではなくて、こういうのを先生方にお話ししていくときには、入れた方がすんなり響くのかなと。

　我々が授業改善で突きつけられているのは、日々、アクティブラーニングということで、研修とかがあるんですが、そんなような方向は、日本だけではない、世界的な方向性みたいなところが、室長のグランドデザインから読み取ればいいという気がしていました。

　それから、この文章を見れば、基本はこのコンセプトに出てくる研究であり研修であり。研究も研修も、どんどん細かく見ていくと一体化しているものだから、それが中心だよということは明確でいいのですけれども、期待としては様々な問題が寄せられるということで、そこは本当にうまく持っていかないといけないなというふうに思いました。特に、検討会のご発言なんかでも、そういうことをご紹介いただきました。

　そういう中で、中心はこれだよというのは明確にしつつも、例えば学校を支援する地域の人々の発掘というのは、各学校が把握できるルートと、各学校では把握しづらいルートというのがきっとあると思うので。例えば、近隣に住んで、町会と青健とか、そういうことの絡みで学校との接点があるような人はいいでしょうけれども、そうではないような人の意欲を行動に結びつけていく仲立ちとしては、駅の上にある教育支援センターの役割というのは多分重要になってしまうと思うのです。そういうところは、運営側の手間暇ということでは、なるべく少なく、だけど対外的にはすごく効果があるみたいな、そんな仕組みづくりを目指すというのが１つ大きいのかなと。
　例えば、「それも大事だね、あれも大事だね」ということで担当者の人数を割り振って人員配置を計画するというのではなくて、大事なところに、ごそっと人を投入する中で、でも、上手く、例えばＮＰＯの方々と協力するとか色んな形でうまくできる方策が何か見つかるといいかなという気がしました。

本山委員　　多分、運用面で問題になってくるので、今申し上げることではないのかもしれないのですけれども、開設時間に多様性を持たせてほしいというか、この中でも、どこかに、昼間の時間帯の利用率が低くなるのではないかと心配されていたと思うのですけれども、当然のことながら、こういう研究・研修・相談は、休日とか夜間とかに行われなければいけなくなると思いますので、地域の方々も含めて、休日・夜間も利用できるように運営していっていただけたらと思います。
指導室長　　１４ページをお開けいただきたいと思います。

　今、本山委員におっしゃっていただきましたように、これまでは、どちらかというと５時とか５時１５分で終わっている時間帯については、基本的には平日は夜間９時まで、それから土曜日も開設していきたいというふうに思っております。

　日曜・祝日については、人員的な部分も含めましてシフト的な厳しさもあるというところもありますので、今のところは平日の夜間、それから土曜日の開設といったところは考えてまいりたいというふうに思っております。

委　員　長　　授業改善を中心にするということで、非常に結構なことではないかと思います。優秀な先生は、色々やりたいと思っていても、学校の中でそのための設備がないとか、道具がないということで、やれないようなこともあるかと思うのですけれども、そういった設備が、ある程度ここで集中してあれば、恐らく、それを使ってもっと色々実験したりできるかと思いますので、そういった設備も充実してほしいなというのがあります。

　そういったものがあって、先生方が自由にそういうのを使えるようになると、意欲のある先生は板橋区に集まってくるというのもあるかと思いますので、そういった点をお願いしたいというふうに思っております。

本山委員　　もう一回、今後のタイムスケジュールを教えてください。
指導室長　　本当に詳細なものをおつくりしておりますので、それができ次第、改めてお送りするという形ですが、今年度中に基本計画をつくり上げるために、今後、教育委員会の皆様にお見せしたものについて、さらにきちんとした形ができましたところで再提示させていただいて、それをパブリックコメントという形で区民の皆様にご意見を伺って、最終的な案をつくり上げていくというところを来年３月までにきちんと仕上げていくというところで、大変申しわけないですが、いつまでというのを、今つくらせていただきたいというふうに思っております。

本山委員　　はい、分かりました。特別には結構でございます。
谷田委員　　これは多分、ここで色んな講演とまではいかないでしょうけれども、研究を皆でしたりということがあると思うのですけれども、そういったものも記録で残したりとかとある中で、映像にするとか、例えばネットで配信するとか。極端なことを言ったら、例えば９時からと言ったときに、各学校でも、それが生放送でそのまま見えるとかということも、技術的にはできるんです。そんなに難しくなくないのかもしれないですけれども。
　そういうのをソーシャルネットワークでつなげると、言っているそばから「今のコメントはすごくおもしろかった」とか、ぱっとそこで、例えば質問といったら、いない人でもネットにつながっていれば、そこで質問するとか、そういうこともどんどんできる時代になっていますよね。

　これは多分、開設するときはもっとその辺はどんどん進んでくると思うので、そんなことも少し頭に置いておくといいのかなと。

　たまたま、うちも今、会社で研修をどうしようという話の中で、一つ一つ、その場でやるのも合わせて録画をして、それをインターネット上に上げて、そこにどんどんコメントを入れられるようにしようとか、試しに色々やっているんですけれども、そんなことはどんどん変わっていくというか、発展していく部分なので。

指導室長　　そういうシステムのお話を聞くと素晴らしいなと思うのですが、それをやってだれも集まってこなかったら寂しいなという思いも実はありますけれども。是非、その辺は前向きに進めていきたいです。

委　員　長　　そうなんです。先の方の話でいけば、防災の面も含めて、小・中学校はみんな避難所になるので、その全部と、区役所とを光回線で結ぶようになってくるのではないかなという気がしておりまして、そういう回線を使えば今のようなことも簡単にできてしまう。
谷田委員　　今回みたいな、ずっと金曜日に、今日の午後もありますけれども、ああいうところは、逆に撮影に行って、教育支援センターに行くとみんな様子が見えるということだってできることです。もしくは、それを録画して残しておくだけでも、アーカイブとして蓄積できますし。
委　員　長　　ほかにございますでしょうか。

○報告事項

４．その他

　　区立学校における地震防災指導・防災管理等の取組について
委　員　長　　では、次に、委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。
指導室長　　３．１１を受けまして、区内の幼稚園、小・中学校等についての防災、特に地震防災指導等につきまして、今のところの経緯といったところをお話しさせていただきたいというふうに思っております。

　皆様の方に、「区立学校における地震防災指導・防災管理上の取組について」というペーパーを置かせていただきました。
　「はじめに」というところでは、今回の震災を受けまして、学校の危機管理のあり方を根本から見直し、訓練を行い、行動化しておかなければならないという教訓を得たということで、区内の各学校に対しましては児童・生徒の生命・安全の確保を第一に、災害に伴う危機管理について具体的に見直すように指導したところでございます。

　各学校では、これまでの危機管理マニュアルをさらに充実した、余り表現としてはよくないかもしれませんが、最悪の状況を想定した危機管理マニュアルや指導計画・実施計画の見直しを行って、児童・生徒に指導すべき内容を明確にするとともに、家庭・地域と連携した内容、計画に即した避難訓練等を実施しているところでございます。

　教育委員会でも、１２月に入りまして防災危機課と連携し、今後、板橋区の学校防災計画を、庶務課を中心に作成に着手するというところでございます。

　この学校防災計画については、板橋の防災計画を基本的な枠組みとして、各学校における防災計画の根幹をなすというようなところで、その中でも特に防災教育につきましては、防災危機課、消防署、学校関係者を交えて今月から論議を深めて、今年度中にはその指針を明らかにしていきたいというふうに考えておるところでございます。

　２番目として、東日本大震災を受けての取り組みというところでございますが、基本的な考え方としては、１つは、自然災害等の危機に際して自らの命を守り抜くために主体的に行動する態度を育成する防災指導の推進。
　２つ目は、支援者となる視点から安心で安全な社会づくりに貢献する意識を高める防災指導・防災教育の推進ということで、現実的に今、各学校で見直しを進めていただいている中身としましては、１つは、７月に指導室で危機管理マニュアル作成資料というのを配付しまして、それに基づいて各学校で見直しを進めていただいて、９月にでき上がったところでございます。

　その内容的なものとしましては学校防災体制の充実ということとともに、具体的な内容としては、東海地震が起きたときにどうするのか、直下型の大地震が起きたときの学校の対応をどうするのか。さらには、今後、様々な大規模な地震が発生した場合の対応行動ということで、これは避難訓練とも対応していきますが、避難訓練のあり方等について、それから校外学習、３．１１のときにも実際に起こったように、校外学習でもしこういったことが起こったときの対応です。そういったこと。それから、児童の引き渡し等について、各学校から上げていただいて管理マニュアルの見直しを行ったということ。

　それから、６月には大地震発生時の児童・生徒の引き渡しということで、小学校においては、震度５弱以上の地震が発生した場合は、児童の下校はすべて保護者の引き取りとする。中学校におきましては、５弱以上の地震が発生した場合は学校長の判断によりますけれども、事前の保護者の確認の上で保護者の引き取りとする場合と、登下校路の安全確認の上で自宅に帰させるというようなところ、この辺を統一するかどうかといったところも検討という形に入っております。

　なお、学校によっては、震度４以下の場合についても首都圏の交通機関に影響が出た場合は、事前に保護者の確認がとれた児童に限って保護者の引き取りをする学校も出ているという実態がございます。

　３つ目としては、避難訓練のあり方というところでは、想定外の災害に対応する力、自ら危険を予測し、自ら回避できる子供を育てるというところで、これまで、どちらかというと、避難訓練というと授業中あるいは休み時間、教員が誘導していくというようなパターンが多かったわけですけれども、想定や条件の見直しということで、授業中、休み時間はもちろんですけれども、清掃の時間だとか小学校のクラブ活動、あるいは中学校の部活動、あるいは下校時、こういった想定、それから校外学習、遠足や修学旅行等の宿泊行事等についても避難訓練のあり方等を考えていこうと。

　そして、これまで、どちらかというと「机の下に隠れましょう」と言っていたものについても、子供たちが自ら危険を回避するという意味では、上から物が落ちてこない場所、あるいは横から物が倒れてこない場所への避難というところに意識を広げていきたい。

　さらには、登下校時、あるいは自宅にいるとき、下校後遊んでいるとき等の対応については家庭とも連携しながら、家庭での話し合いを十分にさせていきたいと思っております。

　なお、登下校の際については、学校に行くのか、自宅に戻るのかというあたりについては非常に微妙なところがありますので、このあたりも今後の検討としていきたいと思います。

　それから、避難場所についても、これまでは避難訓練というのは必ず校庭に避難する。例えば、避難訓練が雨の日は避難訓練を中止してしまったというようなのが現状なんです。そういった常識感ではなく、今回の部分でも、雨が降ったとき、雪が降っている、あるいは台風がきている、あるいは物すごく暑いとか、色んな気象状況にも応じられるような部分で考えていこうと。

　今、耐震化が十分できているので、校舎の中が安全であると。もちろん、こういった電気だとか天井だとかという非構造部材の危険性はありますけれども、そういったことも含めて、避難場所についても再検討していこうというところでございます。
　なお、文部科学省の方が、これは予算がつけばということですけれども、来年度から３年計画で緊急地震速報を受信できる装置を全国の学校に整備するということを明示しておりますので、区内の学校にも緊急地震速報の入っているところがるのですけれども、今後こういったものも十分活用した避難訓練というものが必要になってくるだろうと。

　あえて、ここでこれまでのものと緊急地震速報を取り入れ避難訓練というのを出させていただきました。これまでは、職員室から緊急放送を入れて「地震が起こりました。皆さん、机の下にかくれましょう」とか、あるいは「校庭の真ん中に集まりましょう」という指示を与えて、実際に地震が起こった段階で放送を入れて避難訓練を行っていたわけです。そして、避難行動をして、子供の安全確認。

　今度は、この緊急地震速報が入ると、先ほど申し上げましたように、実際に地震が起こる前の時間に子供たちが、危険回避ができるような場所へ自発的に避難する。避難したところで実際に地震が起こる。そして、状況に応じて、校庭なのかどこなのかという避難場所に避難して子供の安全確認ができる。こういったことに、避難訓練自体のあり方も変わってくるのかなと思っています。

　現に、緊急地震速報を取り入れた高島第一小学校の実践例からすれば、効果としては、子供が自主的に安全確保する能力が身につくとか、緊急地震速報が、学校外の様々な場所、自宅も含めて、こういったところに転用できているというようなところと同時に、緊急地震速報が鳴らなくても、実際に地震が起こったときに避難行動が着実にとれるというような成果が上げられております。

　４番としては、支援者としての視点ということで、防災教育で一番重要なことは、もちろん自らの命を守ることでありますが、発災時の支援、その後の生活復旧・復興を支えるための支援ということで、中学生が主な対象になると思いますけれども、中学生の地域貢献といったこと。

　これは、今後、防災危機課とも中学校長会とも検討を重ねていきますが、現時点では、全中学校の３年生を対象に３時間、普通救命講習が行われております。

　この目的という意識の中に、何か起こったとき、発災するときに、自分たちが学んだことを生かして避難民の方々の命を守っていくというようなことも１つの大きな目標になるのかなというふうに思っています。

　それから、地域防災訓練にも何校かは参加しているところですが、こういったものも、今後どういう方法で進めていくのかといったところも、１つの検討事項になるのかなというふうに思っております。

　杉並区あたりは、中学生の中にも防災クラブみたいなものを設置しているということも進めているということでございます。

　最後のページですけれども、５番目としては、子供たちに基礎的な災害や防災についての知識の理解ということで、教育活動全体を通して、ただ避難訓練をすればいいという問題ではなくて、地震等についての基礎的な知識等を図っていくというところでは、様々な副読本や教科の内容とリンクしながら進めていく必要があるだろう。

　それから、先ほど申し上げましたように、非構造部材等も含めて施設設備の点検、学校自体がつぶれるということはまずあり得ない世界なので、倒れてきたりしないような、そういった点検で、学校でできる点検と教育委員会等による点検といったところを今後また考えていくということ。

　それから、避難所開設・運営については、これから行われますが、学校ごとに年１回、学校防災会議を実施しております。その中で色んなことが語られておるわけですけれども、もちろん、今は避難所長が校長ということもあるし、学校も中心になっていくわけですが、実際的に学校にいつも職員がいるわけではないというスタンスの中で、地域住民の方々を主体とした避難所開設の訓練といったことも必要になってくるだろうというようなことで、このあたりも考えていかなくてはいけないという部分なのかなと。
　実際に、例えば職員あるいは子供たちがいるときに地震が起こったとき、発災したときに、学校の職員は、まずは子供たちの生命・安全を確保するということが第一になってきますので、そこに避難所運営のスタッフとして教職員が果たして行けるのかどうかといったところも含めて、実際の主体は地域の方々ではないかなというところに少し意識を移していくということも大変重要なことではないかと思っております。

　こういったことを含めまして、今後も、各庁内の各課、学校現場と協議を重ねて、各学校に提示して、学校ごとに家庭・地域と連携して、より具体的な防災計画の作成とその実施に当たるよう指導に努めてまいりたいというふうに考えております。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

　今回の地震防災指導・防災管理ということですけれども、実際には、児童の安全・安心という面からいけば、火災もあるし不審者の侵入もあるし、そういったものも含めての対策というか、対応要領をきちんとしておくのも必要ではないかという気がいたします。
　それと、ここで避難所開設・運営も入っているのですけれども、避難所の運営については、学校の児童のための防災と、避難所の運営というのは全く別になってくるので、避難所運営の要領はきちんと別につくった方がいいかなと思いまして、実は、成増小学校の防災会議に行っているんですけれども、一緒になっているんです。ややこしい部分が色々あったりするので、避難所と、児童のための防災とは別にした方がはっきりするかと思います。

　先ほど、先生はなかなか関われないというお話がありましたけれども、確かにそのとおりだと思いまして、しかも、学校の先生は異動が激しいものですから。実は成増小学校の物資部で、私が一番古いのです。だから、一番よく知っている。

　先生方は、結構変わるので分からないんですけれども、そんな感じがいたしました。

谷田委員　　余り関係ないかもしれないのですが、この緊急地震速報の受信できる装置というのは、どんなものですか。
指導室長　　コンピューターと連動しています。

委　員　長　　それは、高一小のでしょう。恐らく、例えば、テレビで緊急地震速報が出るじゃないですか。
谷田委員　　テレビとか携帯とかに載ったり、あれとは別のものですか。

委　員　長　　いつもＮＨＫが１日にテストしている。そういう設備です。
教育長　　あれです。あれがコンピューターと結びついて、コンピューター上に「緊急地震速報が出ました」というのが出てくるんです。今、高一小に３台ぐらいそれ用のコンピューターを置いてあります。
谷田委員　　それ用の。

教育長　　はい。今は、校長室と職員室と、あとは玄関のところに、住民にも見られるような形で１台外に向けて置いております。それのことだと思います。
委　員　長　　高一小は、以前から緊急地震速報が出たときはすぐ机の下にもぐり込むという訓練をやっていて、３月１１日はちょうど体育館で卒業式の練習をやっていた日で、しかも、その記録をきちんととっているので、しっかり児童はすぐ、いすの下に入った。演台は結構地震で動いているんです、先生が一生懸命押さえているという映像が残っていました。

　ですから、あそこの学校については、抜き打ち的に緊急速報を出してやることもあるんだそうです。そのときは、割と先生は対応しないけれども、児童はすぐ対応する。あらかじめ予定があるときは、先生もすぐ対応するそうですが。

　それが出るのが、必ずしも授業中とは限らず、廊下を掃除しているときとか、そういうのもあるので、自分の身は自分で守るというのを徹底しているというふうに言っておられました。

谷田委員　　携帯が鳴るやつですね。

委　員　長　　それと同じです。
谷田委員　　携帯で済むのではないかなと思ったので。

今井委員　　学校はテレビもつけていないし、携帯も持っていない。テレビのあれだけが映る装置なんです。

　高一小のＤＶＤを見ましたけれども、委員長がおっしゃったとおりです。

　そこのポイントが、まさに今回の３．１１で際立った点だと思うのですけれども、指示があって、集団で整然と１カ所にということから、まずは個々の判断が大事だという、分散的な行動にという、大きな転換が今回の一番大きな教訓になったのかなという印象を持っているのですが。まさに、そこで防災指導を組み立て直していくという、それはすごく重要なことだろうと思いました。
　もともと、学校の防災計画とか避難訓練は、実は物すごく大きな効果を生涯にわたって持っているだろうなと、それは誰も計算してないですけれども。というのは実感していたところなので、さらにこういうものが加わると、すごいだろうなと思いました。

委　員　長　　よろしいでしょうか。では、その点については、よろしくお願いします。
　ほかにございますでしょうか。
（なし）

委　員　長　　では、以上をもちまして本日の教育委員会は終了いたします。
午前　１０時　５０分　閉会
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